
職業能力開発実施計画 対比表（主なもの） 
平成 21年度 平成 22年度 備  考 

１ 若年者の職業能力開発の推進 

 (1) 

① 技能体験 

 

 

 

 

 

 

ア 高校生インターンシップ事業  略 

 

イ 地域産業の担い手育成プロジェクト（クラフトマン２１）事業 

実践的なものづくり人材の育成のため、県立の３工業高校（韮崎、甲府、谷村）

が県内企業と連携し、生徒の企業での実習、企業技術者による学校での技術指導、

教員の企業現場での実習、企業と生徒の共同研究などを実施する。経済産業省と文

部省からの委託事業として、（財）やまなし産業支援機構と県教育委員会が平成１

９年度から３カ年の事業として取り組んでいるものであり、事業最終年度となる今

年度においては、事業実施と同時に成果の総括的なまとめを行い、成果を来年度以

降にどのような形でつないでいくかの検討を行う。 

 

   ウ 山梨大学工学部との連携事業  略 

 

   エ ものづくり技能塾   略 

   オ ものづくり立国の推進事業  略 

   カ ものづくり体験事業  略 

② 技能継承  略 

 

 (3)   

   イ 緊急離転職者訓練 

実施施設  定員 

都留高等技術専門校 7コース 130 

峡南高等技術専門校 6コース 120 

就業支援センター 11コース 230 

合   計 24コース 480 
 

１ 若年者の職業能力開発の推進 

（1） 

①  職業生活前の教育 

ア 児童生徒キャリア育成推進事業 

  児童生徒が「生きる力」を身に付け、社会の激しい変化に流されることなく、

それぞれが直面するであろう様々な課題に柔軟にかつたくましく対応して、社会

人、職業人として自立していくために必要な能力や態度を育てるための「キャリ

ア教育」（児童生徒一人一人の勤労観、職業観を育てる教育）を推進する。 

 

イ 高校生インターンシップ事業  略 

 

ウ 地域連携ものづくり人材育成事業 

平成19年度から平成21年度までの3年間、県立工業高校3校で「ものづくり人材

育成のための専門校・地域産業連携事業」（クラフトマン２１）が実施され、学

校と地元産業界との連携強化や生徒の技能検定合格者増などの成果が得られた。 

これまでの実績を踏まえ、平成22年度から工業系高校6校が参加して実施される

本事業の推進を図り、地域産業との一段の連携強化、将来の地域産業を担う優秀

な技術系人材の育成に取り組む。 

 

 

   エ 山梨大学工学部との連携事業  略 

  ② 技能体験機会の提供 

ア ものづくり技能塾   略 

    削除（終了） 

    イ ものづくり体験事業  略 

  ③ 技能継承  略 

 

 (3)     

      イ 緊急離転職者訓練（委託訓練） 

実施施設  定員 

都留高等技術専門校 10コース 200 

峡南高等技術専門校 10コース 200 

就業支援センター 15コース 290 

合   計 35コース 690 
 

Ｐ４ 

 

①「技能体験」を内容により「職

業生活前の教育」及び「技能体験

機会の提供」に分け、アの小中学

生を対象とした事業を追加した。 

 

 

 

 

 

②「クラフトマン２１」の成果を

踏まえて実施する新規事業に改

めた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｐ８～９ 

③全体で１１コース、定員２１０

名増やし、３５コース定員６９０

名に拡大した。 

 

 

 

 


